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Abstract

　Bcfbrc　 thc　921　 Earthquake　in ユ999
，
　 Taiwan

’
s　 traditional　 farrn　villages 　were 　socio −

economically 　 weak ．　 Tao−mi 　 village 　 was 　 one 　 of 　those　 cases ．　 When 　 the　 earthquake 　 hit

the　 Tao−mi ，　 the　village 　had　 to　 start　 seeking 　 a　 new 　way 　to　 replace 　the　 recession −hit

business，　 i．e．，　 growing　bamboo 　shoots ．　 Taiwan　govemment 　 has　established 　the

Reconstruction　 Community　Policy　and 　 executed 　a　 series　 of　programs　on 　public　 service
，

city 　building　and 　industry　since 　the　921　Earthquake．　 Six　years　after　they　began　their

new 　 ecological 　business　with 　the　 administration ，　intermediary　organizations ，　 experts 　and

enterprises ，　 Tao−mi 　 has　 become　 increasingly　 famous　 as　 an　 ecG −villagc 　 in　 Taiwan．　 Thc

inte  ediary 　organization
，
　fbr　instancc

，
　providcd　a　 series　of 　classes 　 for　the　residents 　to

leam　a　 lot　 about 　 their　 own 　 village 　 which 　 was 　 extremely 　 abundant 　 in　ecological

resources 　 such 　 as　 various 　 kinds　 of 　frogs　 and 　 dragonflics　 indigcnous　 to　 Tao−mi
，
　 and
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1
筆者 らは，台 湾集 集大 地 震 後 の 被 災 地の 復 興 につ い て

　度々 現地 を訪iL，一
連の 研究

・
調査を行っ て きた。本稿 を

　執筆で き たの は，桃米 社区発展協会，新故郷 文教基 金 会，
　 特定非 営利活動 法人 　 日本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト

　 ワ
ー

ク をは じめ，多 くの 方 々 の お か げで あ る。厚 くお 礼

　 申 し上 げ る。
2

現 地 調 査 は，高 ・渥美 ・関 を 中心 に実 施 し，加 藤 （第 1，2
　 回調査），宮本 （第 3 回調査），諏訪 （第 1 回調査），山 口

　 （第 2 同調査）が 参加 した。現 地で 入 手 した 文献や 映像資

　 料か らの 翻 訳 は高が 行 っ た。
木報告に 対す る討論 は平成19年 8 月宋 まで 受け付 ける。
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once 　they　passed　the　examinations ，　 they　were 　officially 　recognized 　as　 professional
ecological 　tour　guides．　Through　such 　a　motivational 　proccss　of 　villagc 　rcvitalization ，　thc

residents 　took 　pride　 in　 their　 hometown
，
　 which 　 may 　be　 the　 most 　 important　 factor　that

contributed 　to　their　success ．

キ
ー

ワ
ー

ド 1 農山村復興，生態解説認証制度，桃米生態村，中間支援組織

Key　words ： revitalization　 of 　village，　 certification　 system 　 for　interpreters　 of 　eco −village ，　Eco −Village　Tao−mi ，

　　　　　　intermediary　organization

　挑米ぱ，彪震 で危攫 に 直面 した後．200J・年に

姓 藤拘ワと しτ厚出発 しました 。 今，私が窿営 し

で い る∫冒宿に 首毎ヨ置界 中の お 客 さ ん が い ら っ

しゃ い ます 。 接 しでい で，と でる楽 しい で す。 以

β〃な 生齶や環境に つ い て
一
無1賜ムで した 。 で 6，一

逆 の 誨 を受げ℃ 今私 ぱ，碧撚 の 4蘯ξの7ttv さ

を認譜 して い ます。それ を身分 の 生 活 の
一
部
’
だ と

．蟹 っ で 置話 乙で架護 して
F
い ぐつ るクです。硯 溶樫

営書1， だキ ュ メ ン タ グ
ー 屠 1這個把耀 π4作老瑚

的 地 力”

　初
「め で 解詑費 を首ら っ た と き，私 ぱ ん幻庸罐 緕 ソ

と い う言葉 「を本当 にβ じるよ うにな クま しノをo （：生

庖鰻 買，グ1存〃ま伺1 丿

　 1999年 9 月21日午前 1時…47分，マ グ ニ チ ュ
ー ド

7．7の 強い 地震 （台湾集集大地震．以 下，台湾921

地震 ）が台湾中部を直撃 した 。 最も大きな被害を

受けたの は，南投縣 と台中縣 （お よび，台 中市）

で あ り，こ の 2縣 だけで ，死者が 2，229人 に 達 し，

家屋 の 全壊 ・半壊が 102、850戸に も及ん だ。他に は

嘉義縣 （お よ び t 嘉義市〉，雲林縣，彰化縣，苗栗

縣，台北縣，そ して 台北市に も被害が 出た。921

地震 は，死 者 2，　505人，重軽傷者 11，305人，全壊

家屋 51，　302戸，半壊家屋 53，455戸 の 被害を台湾全

島に もた ら し，被災世帯の 総数は40万戸 に も及ん

だ。被害総額は，直接損失 が 3，600億 元
3
，間接損

失 と合わせ て 1兆元に 上 っ た （鍾．2003）。

　特 に 甚大 な被害 を受けた地域 は，山間部 の 農村

と先住民集落で あ り，多くの 住宅や 公共施設が破

壊され．土砂崩れ や 山崩れが多発 した。もともと

社会的
・経済的基盤が弱か っ た こ の地域で は，震

災前か ら の 潜在的な問題が
一

気 に 顕在化 した 。 服

部 （2004）や新故郷文教基金会 （2005）によれば，

地震前後に各農村地域が抱 えて い た 問題 は，失業

問題 就職機会 の 欠如 ，過疎化，台湾 の 世 界貿易

機関 （WTO ）加盟後の農業へ の不安，同地域 に混

住する複数の 民族 の 対立，自然環境 の 破 壊，公

害，地域の 文化的遺産の喪失、自主 ・自治 とい う

市民意識 が 低 さ，公 的機関 に対す る 強 い 依存心，

女性の 社会的地位 の 低さなど多岐にわ たる 。

　政府 は，被災地復興 に おける問題 の 複雑 さを認

め ，復興に 関す る 全体 的な計画が必要 だ とい う認

識に 至 っ た。震災直後に公布された 「921震災重建
4

暫行条例」の 中で ，被災地 の 再 建は，「生活再建⊥

「産業再建」，「公共建設」と 「社区
5
再建」の 4 つ

の 分野 にわた っ て 行 うこ とが定め られ た 。 こ こ で

い う 「再建」と は，個性ある地域づ くりに重点を

置 き，被災地 の 住民が，そ の 土地 に お い て ，自信

を持 っ て，持続可能 な地域 の 発展 に 関わ る こ とで

あ る。

　現在，山間地に散在する被災 した農山村の 中に

は ，様 々 な問題を抱えつ つ も，そ れ ぞ れ の 特徴 を

活か し復 興 を遂 げつ つ ある集落があ る 。 例 えば，

南投 縣 中寮鎮 の 龍安村は t 特 産物 の 龍眼 （果実）

に付加価値 をつ け t そ の 販売益 に よっ て，地域福

31
元は，約 3．6円で ある。

n
「重建」 は，概 ね 日本語の 復興 に相 当す る。

5
「社 区」は，概 ね 日本の コ ミ ュ ニ テ ィ に相 当する。
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民 の 視点 か ら の 研究 と な る とそ の 数は 少 ない 。 例

えば，雲仙
・
普 賢岳噴火 災害に つ い て住宅並 び に

集落の復興 に 関する ア ンケ ート調査研究 （木村 ・

高橋，2004）で は，住民 の 反応を集約 し，復興過

程 を明らかに してい る 。 しか し，こ う した内在的

な視点 か ら の 研究 は例外的 で ある。今後わが国で

予想 される広域災害 を念頭 に おけば，非都市部の

復興に関する研究が急が れ る こ とに異論は な い と

思 わ れ る 。

　そ こ で，本研究で は，台湾921地震 の 被害 か ら

順調 に復興 を進 め て い る事例
一
桃米生態村

一
を採

り上 げ，現地調査 と ドキ ュ メ ン ト分析 （第 2 節）

をもとに，発災か ら復興に 至 る経緯をt 特に被災

者 と 「宝」（地域 資源）との 関係を中心 に エ ス ノ グ

ラ フ ィ
ーとして整理 し（第 3節）t そ の 教訓や問題

点を も と に 将来 の 被災地 の 復興 に 向けた展望 を整

理す る （第 4節）。

2 ．研究方法

　本研究で は．台湾南投縣埔里 鎮桃米里 （図 1，

以下．単 に桃米 と記す こ ともある） における聞 き

取 り調査，お よ び，現地 で 入手 した資料 ・出版物

の 分析を もとに，エ ス ノ グ ラ フ ィ
ーを記述 した。

桃米里 で の 現地調査は合計 4 回実施 した （2003年

12月 6 日，2004年 9 月20日，2005年 8 月 6 日か ら

8 日まで，2005年12月27日）。 訓査対象者 は，行

政院
11
九ニ

ー
重建推 動委員会 の 元幹部 1 名，特有

生 物研究保育中心 （以下，特生 セ ン ター）の 研究

員 1名，新故郷 文教基金会 （以 下 ，基金会）の幹

部 ・
ス タ ッ フ 各 1名，桃米生態解説員 と桃米社区

遊客営運管理 中心の 幹部各 2 名，桃米里 の 元里長

1 名，台湾 の 東海大学建築科教員 1 名 で あ る 。筆

頭 著者 は台湾 出身の 留学生 で ある の で ，聞 き取 り

調査 の 際に は通訳 の 役割を担 っ た。聞き取 り調査

の 質問 は，予 め細か く設定す る の で は な く，地震

発生 か ら現在に 至 る過程を臼由に話 して もらうこ

km

図 1　 桃 米 とそ の 周 辺 図 （新 故 郷 文 教 基 金 会 の ウ ェ ブ サ イ トの 資料 を一
部修正 ）

1L
台湾 の 中央 行政機 閃，行政院の 長で ある 行政 院長 は 日 本の 首相 に 相当する 。
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と と し，対 象者 の 回答 を妨げな い よ うに 配慮 し

た。聞 き取 っ た 内容 は tMD レ コ
ー

ダ
ー

に 録音

し，調査メ モ と併用 して ，フ ィ
ール ド ・ノー

ツ を

作成し た 。

　収集 した 資料 は，基金会 の ドキ ュ メ ン タ リ
ー

DVD 「看這個把青蛙叫老 闖的地方」（直訳すれ ば ：

こ こ は，蛙が ボス だ と言われ る所で す。ご覧下 さ

い ），出版物 「地動的花蕊 （上，下）」（傷 つ い た大

地 に 咲 く花），特生 セ ン ター
の 出版物「運用原生植

物推動生態緑化」（原生植物 を用 い て 生態 を緑化す

る），「営造生意益然生態水池」（生 き生 きとした生

態池 を作 る），また桃米生態村や 基金 会の ウ ェ ブ

サ イ トで収集 した情報，などで あっ た 。 資料の 翻

訳 は筆頭著者 が 行 い ，第 2 著者 と第 5 著者 を中心

と して ，全員 で 検討 した 。

　 イ ン タ ビ ュ
ー

の 掲載 に つ い て は，各 イ ン タ

ビ ュ
ー

終了後 に 直接語 り手 に 許可 を得た。こ の ほ

か，特生 セ ン ター
の パ ン フ レ ッ トや小冊子，基金

会 の 出版物 の 引 用 や 抜粋 に つ い て は，特 生 セ ン

タ ー
の 副 主任 と基金会 の 執行代 表か らイ ン タ

ビ ュ
ー

時 に 許可 を 得 た 。 ま た ，基 金 会 と桃米 生 態

村 の ウ ェ ブサイ トには，出典 を明記すれば写真 と

地図の 転載 を認め る と記され て い る 。

3．エ ス ノ グラ フ ィ
ー

　挑米里 は，埔里 鎮 の 西南約 5km に位置 し，桃

米坑渓と種瓜坑渓など 6 つ の 渓流が流れ てい る 。

桃 米里 の 而積 は 17km2，標 高400m 以上 の 丘陵地

で あ り，周 囲を高 い 山 に 囲 まれ て い る。域内 は，

田圃，森，湿地 竹林，渓谷な ど景観に富ん で い

る。公式資料 （新故郷文教基金会，2005）に よ る

と人 口 は1，264人 （369戸）で ある が ，基金会の執

行長に よ れ ば，実際に住ん で い る の は約700人程

度との こ とで あっ た 。 震災前の 経済活動 は，主に

農業（タケ ノ コ が 58％，他に椎茸，茶 など）で あ っ

た。地震前か ら地域 の 若年層は，都会 へ と流 出す

る傾 向に あ っ たため，人手不足 に悩ん で い た。桃

米は，台湾随
一

の 観光地 で ある 日月潭へ の観光道

路が通過する が，桃米里 の 人々 がそ の 経済的恩恵

を受け る こ と は な く，過疎高齢化が進 ん で い た 。

　台湾 921地 震 で は，369戸 の うち．全壊 168戸，

半壊60戸 で 村全体の 62％ の 世帯が 被害を受けた

（新故郷文教基金会，2005）。 震災直後，住民 た ち

が助け合 っ て，下 敷 きにな っ た村民 を救出 して，

応 急手当を した 。 村全体 は，家屋 の 倒 壊が ひ ど

か っ たが，幸 い 死者は出なか っ た （負傷者が 2

人〉。 翌 H 軍隊やボ ラ ン テ ィ ア団体が救援に駆け

つ けた 。 全壊 した 168戸 の 住 民が 自力で 自宅 の 近

くに テ ン トや臨時の 住 まい を建 て て 過 した 。

一
部

の住民が香港の救世軍が建て た30軒 の 仮設住宅 に

入居 した．政府や NPO が埔里鎮 に 立 て た仮設住

宅に入居 した桃米里 の 世帯数は ，他 の 地域よ り，

少 なか っ た 。 地域 内唯
一

の 小 学校
一

桃 源小 学校

（生徒数 は約50名）の 再建は，基金会が建築専門団

体と協働 し，校舎の 再建計画案や建築デ ザ イ ン を

担 い ，工事の 資金は，仏教団体 で あ る 慈済功徳会

が提供 した （高ら，2005）。 社区内の 道路 も住民た

ちの 手で 修復 し た 。 農 地 の 回復に つ い て は，桃米

里 の 住民が力を注 い だ（後述）。 現在，有機野菜 や

薬草な ど の 商品作物 が 増え，伝統農業 とエ コ ッ
ー

リズ ム の 発展が両立 して い る。住宅再建 につ い て

は，政府の住宅再建支援策
12

が打ち切 られ る 2005

年末まで，そ の優遇策が 利 用 さ れ た 。もち ろ ん多

くの桃米里 の住民は今 もロ ーン を抱 えて い る。

　桃米 里 は 20e4年に 政 府か ら 「生 態計画 モ デ ル 地

域」に指定され，桃米生態村がある村として よ く

知 られる ように な っ た 。 桃米生態村 の ウェ ブサ イ

トに よ る と，2002年 に は年 間約7，800人だ っ た観

光客が，2004年 に は約 2 万 人 に増加 した 。 また，

こ うし た観光客 を対象に t 若者が 10数名村に戻

り，村で民宿や コ ーヒーシ ョ ッ プを経営する よう

になっ た 。 その 結果 ，住民たちの 問 に生態村をめ

ぐる 共通 の 意識 が芽生 えて きて い る よ うで あ る 。

また，村 内には，「桃米 921記念館」があ り，震災

の経験 を伝承する とともに，生態村 として 復興 し

た村の姿を展示 して い る。

　本節で は，1999年 9 月21日の 地震発生 か ら現在

（第 4 回調査時 ：2005年末）に至る まで の 復興過程

12
全 壊 の 場合 は20万元補助金 が 支給 され る。再建の 融 資金額 の 上 限は350万元で ，修繕 の 場合 150万元 で ある 。また 3年 問の 利子

　免 除 396 の 低利融資 を受 け られる。
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を，桃米生 態村 の 展開に応 じ て ，6 つ の 時期 に 分

けて 記述する
13

。

　 3．1 発災直後 （1999年 9 月21日〜10月半ば）

　 1999年 9 月21日深夜に発生 した 地震に よ り，桃

米里 で は，人命 こ そ失わ れ な か っ た もの の ，地震

前か ら潜在 して い た地域 の 問題 が
一

気 に噴出 し

た 。 桃米里 の 産業を支え て きた主要な商品作物で

ある竹 と タ ケ ノ コ の 生産は，物価上昇に も拘わ ら

ず，約20年間単価が低迷して い た 。 産業不振と相

俟 っ て，若年層 の 流出も続 い て い た 。 当時の 住民

た ちの 不安は 次の よ うな発言 にも見 られ る 。

　砂21翹農 の その夜 抛孵が甥こ え ま
尸
した。 本当

に舫か っ た で す。 その厦，柑 を画 っ （．畷 きに

な っ た入 を妨〜ナ出し dこ彳テきま L ／色o 　近所 の お dJt
“
さ

ん が 后力 で瓦礫 の 下か ら出 で きた の 6E ま した 。

すご い な と，醒っ た げど 　本当 に寔ξしい，蟹い るしま

した σ 若年層 の 入匚アZ）ウヒ量 に読出 した村でぱ，老

入 と 子翼
μ な1か ク残 っ で い て い ざ と い うと きの

入 手iカウヒ変 不疋 し で い る こ とに 改め て気 付 い たか

ら で ナ．Y ひ
“
キュ メ ン タ リー ！看這 御把淳鯉殫老

鰯
「

的増万ノ よ ク丿

　厂（fVS米ぱ丿1960年ヂeか ら30年！閉競
．
い τ きた タ ケ

ノ コ の 生産勉だ っ た ん で すが 　勉震発 生 の 7，8

卒労冫から，1方場 傭 が）々 婿 に 下落 しで い ま した。

こ の 哲林 首亡 ぐな っ た文 か ら譲 らノτた るの だ っ た

ん で すが 勉震直前ぱ年置712万元 し 3ψ・儲
’

か ら な

か つ た 。増震憂，ノ薙美
』
を新 乙 ぐ転換 させ な い とノ藷

廃 した まrまに な っ で L ま ラと，駅 っ で い ます。 ノθ野

病i攫 営者，1可 ドキュ メ ン タ グ
ー

よ ク丿

3．2　「宝がわ か らない」時期 （1999年 10月半ば

　　 〜2000年 5 月）

地震か ら約 1 ヶ 月後，埔里 鎮の 基金会が ，当時

の 桃米里長か ら村に招かれ て，震災後の まちづ く

り討論会 を開 い た。その 後も基金会が度重 な る住

民討論会を開い た結果，伝統的な農業 の 村か ら

「桃米生態休閑村」（エ コ ツ
ー

リズ ム の 概念 と手法

で ，観光
・

レ ジ ャ
ー

と農業 を結 びつ ける村）へ 変

身させ る 計画案が提 出 された。翌年 の 1 月 に は ，

村の復興の ため に 地域住民たちが組織 した 「桃米

里重建推進委員会」
15
が，「桃米生態休閑村」へ 向

か っ て 活動を始め た 。

　基 金会は，住 民 たち の 討 論 を もとに して ，観

光 ・レ ジ ャ
ー

の 専門家を招 き，計画案 をさらに 練

り行政院重建会 に提出 した 。 こ の案は，観光 ・レ

ジ ャ
ー産業を柱と して ，それ を他の産業 （タ ケ ノ

コ ・竹産業，茶産業，有機農業など）や地域文化・

芸術を融合させ ，総合的レ ジ ャ
ー体験 ッ ァ

ーを生

み 出すこ とが狙い で あ っ た 。 例 えば．「タケ ノ コ 体

験 ッ ア
ー」（タケ ノ コ 掘 り，加工，料理方法 な どの

一
連 の 体験），「桃米渓流生態へ の 旅」，「桃米漆器

へ の 巡礼」 など，多くの プ ラ ン が立 て られた （行

政院九 ニ
ー

震災震後重建推動委員会，2001）。

　計画 に よれ ば，1年間の 準備期間に ア ン ケ ー ト

調査 フ ィ
ール ド調査な どの 基本調査 を実施 し，

経営
・管理

・観光 ・レ ジ ャ
ーに 関す る専 門知識 の

講義と訓練を行 っ て，2001年には初期 の 試行運営

段階 に 入 り，修正 の 段階 を経 て，2003年に 正式に

ツ ア
ー

運営 を通 して 村 の 復興 を成 し遂 げるとされ

た。

　し か し，計画案を実行に 移 して か ら，半年ほ ど

経っ た 頃に は ，講義を受けて い る住民た ちが ほ と

ん ど 出席 しな くな っ た 。 住民 た ちが，基 金 会 の プ

ロ ジ ェ ク トに対 して 不信 感を持 っ て い たの が，主

な原因で あ っ た 。 特に，高齢の 農業従事者たちは

観光農業 や 生態村 へ の 道 に 反対 した。長年，農業

を生業と して きた住民に は，カ エ ル や トン ボな ど

とい っ た 生態そ の もの の 価値を即座 に 理 解す る こ

とは 困難で あっ た 。

13
新 故郷文教基 金会 （2004）の 「桃米生態村発 展重 点時期」の 4段階 を参照 した が，さ ら に詳細 な 区 分 は筆者らの 判断 に よ る。

　基 金会の 区分 は，「1999年9月21日〜1999til12月震 災後の 模索期」，「2000年〜2002年 2 月生 態村 の 準備期⊥ 「2002年 2 月〜2003
　年 生態村 の 運営期」 と 「20〔｝4年一生 態村 の 深化期」で あ る 。

1（

都 会に 出た若い 夫婦 は，自分の 子 どもをふ る さとの 実家 に預けて お くこ とが多い とい う。
15

「921震災 重建暫行条例」 に よ り．中央の 行政院九ニ ー震 災災後重 建推動委員会 の 下 に被 災地の 縣 （市），郷 （鎮），村 （里 ）に

　「被災地重 建 推進 委員会」を設置 する と定め られ た。「桃米重 建推 進 委員会」 は，総 合的 な 復興 に 関す る 計画案 を推進 す る こ と

　 を趣 旨 と し，その 下 に 4 つ の 部 門，「研究 開発」班，「景観 デ ザ イン 」班，「産業」班，「故郷渓流保護」班が 設け られ た。
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次の よ うな発言が，当時 の 住民 の 心情 を よ く表

して い る。

　ん2000年頃 に ぽ，本当に翻光答が来 る の ガ  翻

光
・

レ ジ ャ
ー
産1業 力噺 ノなな4ヒス源 に なる の か ど ラ

か，Ettがeefi・7を抱 い で い た o 丿 （ve・説々鯤 彷窪 営

者へ の イ ン タ どユ
ーよ の

　厂毎∠7授業ぱ ）か クで 実饌 の 錫
・
を月／e こ と がな

い
。 具 外勘 な域渠 ぱ 1 つ 6 な い の に，本当 に 讎

光 ’レ ジ ヤ
ーてツ 食 べ て い げ る か しらと想 っ で い

た 。−1懈 説買 へ の イ ン タ どユ
ーよ の

　確か に，住民たちが観光農業を目指 した最初 の

半年の 段階 で ．現実 の 生計 の 問題は早 くも発生 し

た 。 住民 の 収入が確保 されない 中 で ，政府 の 補助

金を講義の 運営資金 と して使い 切 っ て しまい ，将

来 へ の不安が 住民たちの 心 に募 っ て い た。

　事実，桃米生態村を主導 した特生 セ ン ター副主

任は ，「当時住民 の 反応は，「カ エ ル の 授業を受け

て そ れ で 食べ て い け る の か ？』や 「観光客や 外部

か らの よ そ者が トラ ブ ル を起こ す の で は な い か』

とい っ た 否定的な もの が多か っ た 。 」と 当時 を回想

して い る 。

　3．2．1　中間支援組織としての 基金会

　そ こ で，基金会の ス タ ッ フ たちが ，再び住民と

の 討論会を 開い て ，難局 の 打 開 に 努 め た 。 基 金 会

は t まちづ くりに 関する専門知識 と実践経験を有

す る NPO で あ る 。 震 災直前 の 1999年 2 月 に 基金

会 の 現在 の 董事長
16
廖嘉展氏が 中心 とな っ て ，国

内外の まちづ くりの経験 ・知識を紹介する こ とを

目 的 と し て，資本金 204万元 を もっ て 設 立 さ れ た

組織で ある 。 政府か らの 委託事業，一
般 からの 寄

付，お よ び．出版事業 を主た る 収入源 と しt 現在

8 名の専従 ス タ ッ フ を抱 えて い る。

　台湾921地震発生時に，基金会は ，埔里鎮で の

救援活動 を展開 した 。 そ の 後，被災地の ライ フ ラ

イ ン の 復 旧，学校再建 ，地域 の 再建 と情報ネ ッ ト

ワ ーク の構築 に も積極的 に住民 と共 に 携わ っ て き

た 。 2002年，「行政院九 ニ
ー

震災震後重建推動委員

会
17
」（以下，行政院重建会と省略する）の 委託を

受け て ，2 年問 で 南投縣 の 15箇所 の 農村や原住民

集落 の 再建計画 を中間支援団体として 執行 して き

だ
s
。基 金会 は15箇所 の 社 区 に 対 して，5 つ の 目

標を設定 した。すなわち，（1）学校の再建 （2）学

習を通 した思想・価値観 の 変革と生活再建 （3）社

区内の ネ ッ トワ
ー

クの 構築と助け合 い の 精神 の 育

成 （4）ウ ェ ブサ イ トの 開設や シ ン ポジウ ム の 開催

な どに よ る 「社 区総体営造」の 経験 の 発信 （5）現

地 の ボ ラ ン テ ィ ア の参加 の 拡大 に よる地元 の 力 の

向上，で ある。

　こ こ で t 「社区総体営造
19
」とは，日本 の 「まち

づ くり」に相当す る活動の こ とで ある 。 台湾にお

い て ，ま ちづ くりが 注目 され る よ うに な っ た の は

1990年代 か らで あ っ た 。 1991年，内政部
ee
が 「社

区発展条例」を公布 し，行政院 の 下 に あ る 文化建

設委員会が指導役 とな り．各郷
・
鎮

・
市 の 行政機

関に専任の セ ク シ ョ ン を設け，各地域 に住民に よ

る社区発展協会の 設立 を促 した。「社 区総体営造 」

は ，行政に よ る画一的な社区構築（例えば，道路，

橋 な どの 建設） と は 異 な る 。 そ れ は，政府に よ る

制度的な基盤整備 に基づ い て行わ れ る 地域住民 の

理想や ア イデ ィ ア を反映した個性の あ る まちづ く

りで あ る。桃米里 で も地震前 に，すで に 「桃米社

区発展協会」が成立 して い た 。 台湾921地震発生 を

きっ か け に，行政院重建会の 執行長 が 「1999年は

『社 区営造元年』」 と宣言 し．被災地 の 復旧
・復興

16
日本 で の 理事長 に相 当する 肩書 きで あ る e

ITl999
年，当時 台湾の 李登輝政権 は，地震 後の 9月27日に行政院が指揮す る暫 時の 行政機構 「行政院九ニ ー震災災後重建推動委

　員会」 （阪神 淡路 大震災の 際の 「阪神・淡路復興委員会」 に相 当〉 を設立 した。ll月 9 日 に，こ の委員会が 「九ニ ー震災後再建

　計画綱 領」を発 表し，復興 の 6 つ の 方向性
一

住宅再建，イ ン フ ラの 再建，地 域産業の 振興，自然環境 の 回復，杜区営造，生

　活再建 を定め た。
18

具体的テ
ー

マ は、各村の 現状 と需要 に配 慮 した 計画案の 作成，定期的 な追跡 と評価，各地域の まちづ くりに関する 専門家の 育

　成，各社 区組織 の 運営 や役割分担 の 健全化，産官学 の 資源 を用い た地域の 産業・文化 ・生態・公 共空 間な どの 再構築，各社 区の

　横断 的な連携 の推 進 と．相互の 学習 と扶助，などで ある （新故郷 文教基金会 ウ ェ ブサ イ トよ り）。
19

服部 （2004）は．日本の 「まちづ くり」に相 当する 活動の こ とを台湾で は．「社 区総体営造」と も，「社区営造」と も呼ん で い

　 る と指摘 した。本稿 で は 「社 区総体営造」 とい う語 を用 い る 。
m

行政 院に属す る 行政機関の
一

つ 。
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498 高
・渥美 ・加藤 ・

宮本
・
関
・諏訪

・山 口 ：台湾921震災後に お け る農山村の 復興

と同 様に 「社 区総体営造」を 重要視 し た こ と が ，

基金会が桃米里 で活動で きた こ との 背景 にある 。

　震 災後の 「社区総体営造」計画を推進する ため，

2000年 12月 に 1億 2千 300万元 の特別予算で 「九 ニ

ー
災後生活與社区重建123協力専案」（九 ニ ー震災

後生活お よ び社区再建協力123プ ロ ジ ェ ク ト）が 成

立 した 。 そ の 趣 旨は，地方行政が主導 して 積極的

に民 間 レベ ル と連携する こ とによ り，各地域 の 産

業振興 と社 区営造 に並行 して 取 り組ん で ，地域別

に特色の ある まちづ くりを図る こ とである 。 初期

段階 で は行政 が ，被災地住民 の 意見 や ニ ーズ を 収

集する こ とに力を入れた。2001年 5 月か ら40箇所

（桃米里，龍安村な ど）の 社 区総体営造計画案が本

格 的 に始 まっ た。2002年 か ら社 区営造 の 対象を60

箇所に拡大 し，被災地問連 携を進め て い る。

　 まちづ くりの コ ン サ ル タ ン トと して の 基金会の

基本方針に は，5 つ の 特色が 見 ら れ る 。 第 1 に，

現地 の まちづ くりに関す る専門知識 と 実践経験 を

備 える 人材の 採用 と訓練 を重要視す る こ と，第 2

に，「傍 に い る」とい う原則 に 沿 っ て ，主役で ある

住民 と共 に 問題を発見．解 決 し，住 民 の 自主能力

を培 うこ と，第 3 に．地域 の 公共事業へ の住民の

参加を促すた め の イ ベ ン トを計画案に取 り込む こ

と，第 4 に，仲介役と して 外部の 資源 （人材，資

金，物資な ど）を導入 し，それ を （社区）内部の

資源 とうまく結び つ け る こ と，第 5 に ，社区 の 発

展状況や 目標 に応 じて ，多様 な社 区総体営造計画

を提出する こ との 5 つ である。

　こ の時期の 基金会の桃米里 で の 役割は．「資源の

仲介」と 「対話の場作 り」であ っ た 。 具体的に は，

知識，情報 資金の 取得，社会資源 の 収集な ど を

行 い ，住民 間 で 衝突がある場合 には．その 解消に

むけ た 対話 の 場作 りの 役 目を担 っ た 。 また，資金

調達 の 面 で は，基金会が，行政各部 門 の資金補助

制度に関する情報を収集 し，そ の 適用を受ける と

同時に数多 くの 企業や民間団体か らの 寄付金 も獲

得 し た 。 ま た ，基 金会 は ，地域 の
一

体 感 を強調

し，意見 の 交換や経験 ・ア イデ ィ ア の 交流 を重要

視 した 。 生態村運営の初期段階に は ，住民どうし

の衝突が 多か っ た （後述）が ，基金 会が 仲裁役，

調整役と して重要 な役割を担っ て い た 。 また，桃

米里 の 外 へ の 情報発信につ い て も，イ ン ターネ ッ

トを通 じた情報の 交換 や他の 被 災地 との交流
21
な

どが こ の 頃か ら行われた 。

　 3，3　現実との葛藤期 （2000年 5月〜2001年 8月）

　 ま ち の 復興 に お い て は，住民が地域資源 を（再）

認識する こ とが重要 で ある。基金会 は，2001年 8

月ま で を改 め て準備期間と位置づ け，特生 セ ン

ターをは じめ ，台北 の 世 新大学 の 教員 や，ホ テ ル

経営者な どを招 い て ，生態，民宿 ・レ ス トラ ン 経

営
・管理 ，まちづ くりな ど の 専 門講座 を定期的 に

開 くこ と に した 。 また t 演劇，文芸，工 芸，料 理

などの 分野 に優 れた団体 や 専 門家 を招 き，
一

連 の

生涯学習活動
22
をも積極 的 に 社 区 の 女性 や 高齢 者

の ため に取 り入れた。こ の 1年余 りの準備期間に

おけ る各講座 の 授業料や 職業訓練の 費用 に は ，政

府か ら の 被災者へ の 失業手当
23
，企業や各界か ら

の 助成金、寄付金を充当した 。

　2000年 5 月 に ，基金会と社区 の 里 長が特生 セ ン

タ
ー

の 副主任 らを桃米 に招 い た 。 特 生 セ ン タ
ー

は ，1992年 7 月南投縣集集鎮 に 設立 され，行政 院

農業委員会 に所属する国立 の 特有生物 ・生態系に

関する学術研究機構で ある 。 研究活動以外に
一般

市民に対する 生態・環境教育の 推進に も力を入れ，

特に震災後，桃米里や澀水な ど 数箇所 の 社 区 で は

生態講座 を開 き，生態 解説認証制度 （後述）をつ

くり，地元 の 復興 に住民 と共に携 わ っ て きた 。

　桃米里 に と っ て は，こ の 特生 セ ン ターの 副主任

との 出会 い が最大 の転機 となっ た 。 副主任が生態

村に注 目した の は t 当時台湾で体験型の レ ジ ャ
ー

が流行 して い たか らで ある。彼は まず，暗礁に乗

212005
年9 月に 新潟県長岡市長一行 とまち復 興 に つ い ての 経験 交流 会が 催 され て い る。また，10月 に は 国 際 生物 ア

ー
カ イ ブ シ ン

　 ポ ジ ウ ム が 開催され た 。

an
桃米里 で は，生 態，観光，レ ジ ャ

ー，マ ネジ メ ン トな ど
一

連 の 講座 が 開かれ，そ れ を受 ける 資格が 全体住民に あ る。他 に老 人

　の ための 絵画 教室や，女性の ため に 開かれた教 室 もある。例 えば，「マ マ たちの 演 劇教室」（2000年 5月か ら），「料理 教室」（2001
　年 6 月 か ら），「ア ッ プ リケ 教 室 」 （2003年 7 月 か ら），「草木染教 室 」 （2004年 12月か ら）な どで ある。
as

　1999年10月 か ら 1年間，また，2000年 10月か らは 「臨時就職手当」。
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り上 げた 桃米 里 の 復興計画案 を，エ コ ツ
ー

リズ ム

に絞 っ て 実行す る こ とに した。「伝統農業 か ら生態

村に変える の は，長い 時間をかけて環境 を回復さ

せ ，計画的 に コ ミ ュ ニ テ ィ の 体質を改善する こ と

が必要だ」 と い うの が，特生 セ ン タ
ー

の 剛主任 の

考 え方 で あ っ た 。 そ の 実行 には ，（1）村 の 生態を

理解す る こ と，（2）生態 と経済活動を結び つ ける

こ と，（3）生態を保護する こ と，の 3 点が 必要で

あり，こ れ らが 順序良 く進め ら れ なけれ ば な ら な

い と主張 した 。 特に，（2）は重要である 。 つ ま り，

い かな る復興活動 で あ っ て も，それが経済的な利

益 へ と結び つ かなければ多 くの 人 々 の 参加が見込

めな い か らで ある 。

　3．3．1　「宝 に気 づ く」生態調査

　副主任 をは じめ とする特生 セ ン タ ー研究員の最

初 の 仕事 は，住民参加に よる桃米里 の 生 態調査

だ っ た 。 桃米里 は，台湾の面積の 2000分の 1足 ら

ず の 土 地 で あ る が ，驚 くほ ど豊富 な 生 態資源 に 恵

まれ，約100箇所 の 湿 地があ っ て ，多くの 種類 の

原 生 植物，トン ボ、カ エ ル ，鳥類 （表 1 ）が生息

して い る こ と が確認 された。こ の 事実 は，自分 の

故 郷が何の特色 もない 村だ と思 っ て い た住民たち

の 意識変化を促 し た。住民 は，こ の 調査 に参加す

る こ とに よ っ て ，初め て 「宝に気づ く」経験 をし

た の で あ っ た 。（表 1）

　桃米里 で は，こ の 豊かな水資源を ど う守るかは

生 態村 へ の 道に とっ て 大事 な課題 で あ っ た 。 1999

年11月 に，住 民たちが復興 の 第
一

歩として 「わが

町 を育んで きた桃米坑渓の清掃キ ャ ンペ ーン」を

行 っ たが ，単発的な行事に終わ っ て い た。桃米里

の 「景観 デ ザ イ ン 」班 （地元 の 建築 に 関す る 職人

や庭 師が組織 した公共工事チ
ー

ム ）は，2000年か

ら近自然工 法を用 い て，石橋，竹橋，生態池，河

川 の 生態水路，堤 防を作 り，湿地 の 貯水 ・水防効

果 の 整 備 な ど
一連の 自然環境回復た め の 工 事 を

行 っ て きた 。 近 自然工 法と は ，自然 を配慮して ，

コ ン ク リート，鉄骨，ビ ニ ール な どの 建築材 を使

わず，枯れ木や水生植物，石，竹など自然の もの

で 工 事をす る方法で あ る 。 こ の チ ーム は芸術 と自

然との 結 びつ きを考え，自然な建材を用 い て ア イ

デ ィ ァ を生 かすとい う特徴をもつ 。例 えば トン ボ

の 形の 道標，カ エ ル の 形 の 教室 な ど，独特な空間

感覚と建築方式の 表現 を試み て い る 。

　
一

方，環境緑化 の た め に ，桃米里 の 原生 植物 の

育苗が行われ，大量 に 栽培 された原生苗木が，社

区内の 空 地 や堤防，道路沿い の緑化に使われた。

外来の 品種で な く．で きる だけ原生 の もの を用 い

る 主な理 由は，現地の 生態系に おける長期間 に わ

た る 進化 の 結果 で あ る が 故 に ，外来 の 病原 に 脅 か

され る こ とな く，他 の 生物 と共存 で きるか らで あ

る 。 2001年 1 月か ら労工 委員会
24

の 資金援助 で 25

名の 失業住民 を雇用 し，原生黄木 の 栽培に取 り組

み，現在約50種類の苗木，計 5万株が 栽培 され て

い る。原生 植物 は，将 来，量 産で きれ ば新 しい 産

業 とな り，就業機会が 生 み 出され る 可 能性が 高

い
。

　さらに，社 区内の 数箇所 で は ，家庭 内の 生態浄

水池が作 られ，家庭 か ら排出 した汚水を植物本来

の浄化機制を利用 して ，処理する方法 も試され て

い る 。 また，家庭か ら出た生 ごみ を再利用し て有

機肥 料に 変え る方法も試行中 で ある。

表 1　 桃米里 に お け る代表的 な生物種の 総数及び台湾全土 の 生物種の 総数に対する 割合

品種
　 桃米で の

品種の 総数 （b）

　 台湾 で の

品種の 総数 （a ）
b！a （％）

カ エ ル 23 29 79％

トン ボ 49 143 34％

鳥　類 72 450 16％

（新故郷文教基金会が制作 した桃米生態村 の パ ン フ レ ッ ト 「緑色桃米」に掲載さ れ た特有生物研
究保育中心の 調査報告 よ り〉

21
行 政院経済部 に属す る行政 機 関 の

一
つ 。
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　 3．3，2　人 材教育一
解説員認証制度

　 2000年 8月か ら翌年 の
一年間 で，特生セ ン タ

ー

主催 の 初級生態解説員養成講座 が設けられた 。 講

座 は，昼間の 教室 で の 講義 と夜 間 の 自然 環境で の

観察で構成さ れ て い た 。 「桃米里 が 生態村 へ の道を

進む に は，解説員 の 訓練 と 認証制度 が欠 か せ な

い 。 解説員 の 仕事は，お客 に桃米里 の カエ ル や ト

ン ボ の 生態 を解説する だけで はな く，
一

番大事な

の は，自分が い か に 自然を理解 し，愛 し，守 っ て

い る かを伝える こ となの だ」 とい う特生セ ン ター

副主任 の 理念を も と に して ，桃米里 は，独 自の 解

説員認証制度を作 っ た （表 2）。

　 こ の 制度 に は，法的根拠 はない が，専門家と住

民が真剣 に 議論 し，「面白い 」 とい う気持ちか ら，

作 られたもの で ある 。 もちろ ん，住民に 不安が な

か っ た わ け で は ない 。 「最初 は 生計 の こ と しか考え

な か っ た 。 解説員 の 証書 を手に入れ た け ど，観光

客が 来るか しら。 小 さい 頃か ら今 まで 観光 で 来た

よ そ者 を見た こ とがな い 」（解説員 の 声， ドキ ュ メ

ン タ リ
ー

よ り） とい う声 もあ っ た。ただ，毎回の

修了者 の表彰式 は，村 の大 きな 行事 とな り，桃米

里長，発展協会会長，基金会と特生 セ ン ターの代

表 らが 出席 し，新人解説員 に証明書，桃米里 の ロ

ゴ と特生 セ ン ター
の 名称をつ け た 帽子 と カ バ ン が

与 え られ，桃米里 の 生態解説員 として の 資格 を住

民た ちの 前 で 承認す る こ とに な っ た。

　講義を受け る に つ れ て ，住民 の 考え，価値観 が

変化 して い っ た。例 えば　こ の 認証 を受け て 解説

員と して活動する住民に イ ン タ ビュ
ーを した とこ

ろ．「講義をうけて ，初め て 自分の 社区に宝が
一
杯

ある と気づ い た 。 そ の価値は ，前に考えた こ と も

なか っ た」と い う発言や，「生物を観察する こ と を

通 して，自分 を育て て くれる こ の 土地 を愛 して ，

保護する の は，先生 の講義の本当の 目的だ と今つ

くづ く感 じて い る 。 」 とい っ た声が 聞 か れ た 。

　 3．3．3　民宿経営者の訓 練

　桃米里が生 態村 として多くの 観光客 を受け入れ

る な らば，宿泊施設が必要に な る。そ こ で，民宿

の 経営者を養成する こ とに な っ た 。 民宿経営に お

い て は，生態保護の 理念 の もとに，い かに民宿 ご

と の 特色 を作るか，つ ま り．現地 の 素材 を用 い る

こ と （手作 り，天然 素材 へ の こ だわ り，例 えば，

竹 ，廃材．流 木 な どを用 い た デ コ レーシ ョ ン な

ど） に よ っ て 自然環境 の 中 で 素朴 な雰 囲気 を維持

する こ とが重要とな っ た。そ こ で ，基金会と南投

縣政府の 支援で 民宿，レ ス トラ ン 経営，観光な ど

の初級専門講座が 設けら れ た
25

。 現在社区に加盟

し，経営 して い る民宿 は 13軒あ り，そ の 大部分 の

経営者が こ の 民宿経営
・管理講座 を受け，さらに

解説員 の 資格 を持 っ て い る 。

表 2　桃米生態解説員 の 認証制度の 概要

解説 の コ
ー

ス トン ボ，カ エ ル ，鳥類，植物 の 4 コ
ー

ス 。

解説員 の レベ ル 初級，中級，上 級 の 3段階 。

試．験 の 主 催者 基 金 会，特生 セ ン ター副主 任 （問 題 作成），桃米の 重建委員会

合格 の 条件

各級で 3 回の 試験 がある。1回 目は ペ ーパ ーテ ス ト。 2 回 目は 実際の

生物 を見分け る テ ス ト。3 回 目 は ス ラ イ ドを見て 解説 をす る テ ス ト。
3回の テス トに全て合格すれ ば，各級の 解説員 と して の 資格が 認め ら

れ る。

合 格 後 の 研 修

一
週問の 新任研修が 行 わ れ る 。 また，生 態系変化 の 最新情報 を把握す

る ため，毎月 1 回生態調査 ・観測と調査統計表の作成が要求 され る。

給料 の 支給 歩合制で，朝昼晩それ ぞ れ 1200元。

es
　2001年10月か ら，試行 運営に対応 して 8月 に終 了 した初 級講座 を引 き継 ぐ形 で 「飲食従 業員 訓 練 」な どの 中 級講座が 始 まっ た。
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　3．4　生 態村 の 試行運 営開始 （2001年 9 月 〜

　　　 2002年 2 月〉

　桃米生態村の認証制度が確立 された後，2001年

9 月 に，初 め て， トン ボ，カ エ ル と鳥類 の 3 つ の

部門 に 9 名の初級解説員が 誕生 した 。 その 後t 現

在まで 継続的 に講義 と 認証試験
26
が行 わ れ，現在

では認証 を受けた解説員が40名 い る。解説員 を専

業とする 人 も数人 （専業主婦な ど）い て，銀行員

や教師，タ ケ ノ コ 加工 工場 の 経営者な どを兼職 し

て い る 人 もい る。

　2001年 9月 に，基金会 と特生 セ ン ター
の 主催 で

政府機 関や大学 などの 特定団体 を社区に観 光客 と

して 迎え，桃米生態村は，生態解説，民宿，レ ス

トラ ン 各部 門の 試行運 営段階 に入 っ た 。基 金会が

行政院重建会の まちづ くり計画案に申請した資金

で それ を支 え，また公的機関，研究機構 や 学校 に

桃米生態村 へ の 見学 ・宿泊 をア レ ン ジ した。そ の

結果，住民の 最低限度の 生活の糧を得る こ とが で

きた 。 本稿 冒頭 の 言葉 は こ の 時期 を 振 り返 っ て 語

られ た もの で あ る 。

　基 金 会 の 執行代 表 に イ ン タ ビ ュ
ーした と こ ろ ，

「エ コ ツ
ー

リズ ム の 導入 に よ り，住民 は，新た な

収入 源 が で きて，また観光客 と の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 中 か ら激励 と尊重 を得 て ，自信 を付け て

きて い る ように 思 う」と住民たち の変化を説明す

る言葉が 返 っ て きた 。

　3，5　新た な展 開一利 益の衝突 と解消 （2002年

　　　 2 月〜2004年 5 月）

　2002年 2 月に，観光客の 数は，7，　800人余に達

した。ますます発展 して きた エ コ ッ
ーリズ ム の 業

務に対応して ，「桃米社区発展協会」の 下 に，「桃

米社区遊客営運管理 中心」（観光客サ
ービ ス セ ン

ター，以下，運営 セ ン タ
ー）が設立 され た 。 こ の

時か ら，基金会の メ ン バ ー
は，運営業務から手を

引 い て，運営セ ン ターが そ れ を全 面 に 引 き受け

た。

　 し か し，桃米生態村が ，新たな展開を し よ うと

い うこ の 時期に は，繁栄 の 裏側 に新たな危機や 問

題 も潜ん で い た 。 2002年か らは，エ コ ッ
ーリ ズ ム

が発展 し始めたが，そ の 頃か ら，桃 米里 の 内部で

「少 数者が利益 を独 占 して い る」と い う声が聞 こえ

る よ うに な っ た 。 初期に参入 した業者の 1 人 は t

筆者 ら の イ ン タ ビ ュ
ーに応 え て，「最初，民宿をや

ろうとした とき，「お客さん なん か 来ない よ』と笑

われた 。 しか し，運営開始後，『利益独 占だ』と非

難さ れ た。今，私たちは新規参入者 を温 か い 気持

ちで 迎えなければならな い
。 新旧業者の 問に 公約

を結 ぶ べ きだ が ，そ の よ うな メ カ ニ ズ ム を作る の

はなかなか難 しい 」と述 べ て い る 。

　2002年 9 月の 台湾 921地震 3周年 の 前 日，試行

運営か ら 1年が 経過す る の に 際 して，桃米社区発

展協会が，焼 き餅大会 を開催 し，こ の イベ ン トを

通 じて 「生態村 は 夢 で は ない 」と い う自信を住民

たち に ア ピー
ル し，また 「利益を住民全体に分 か

ち合う」とい う理念 を再三強調して，住民たち の

参加を呼び か け た。また ，基金会 と特生 セ ン タ
ー

は，利益独 占とい う印象 を持たれ た事態を好転 さ

せ る た め ，ま た住民 の ま ち づ くりへ の 関 心 と参与

を拡大する た め に，2002年末頃 5 回 の 「愛我桃米」

（わが まち桃 米を愛す る） とい う説明会を開い た 。

こ の
一

連 の 活動を通 じて ，従来復興活動に 関与 し

なか っ た多くの 住民た ちが 桃米 の 変貌 と発展 を

理解 し容認 した。翌年の 1 月 に、震災後各界か ら

の支援へ の 感謝を表すため，また，桃 米里 の 将来

を祈 る こ と を兼ねて ，「桃米感恩平安燈節」とい う

イベ ン トが催され た 。 そ の イ ベ ン トに は，約600

人 の住民が参加 し，震災後桃米里 で 最大規模の イ

ベ ン トとな っ た。社 区 の シ ン ボ ル と見なされ た カ

エ ル や トン ボを画い た提燈が手 に され，感謝 の 祭

が執 り行わ れ た 。 ただ しt
こ れ らの イベ ン トは，

運営セ ン タ ーと住民 と の 間に 意見の疎通 をはか

り，また古参 と新入業者間の 衝突を緩和する た め，
一

定 の 効果 を発揮 したが，根本的解決 には 至 らな

か っ た。つ まり，新 旧業者 の もめ ご とは解消 しな

か っ た。それは，次の語 りに よく表れて い る 。

ca
　2002年 に農業 委員会 と民間企 業で ある 台湾飛利 浦公 司の 資金 援助 で，講義 を受け た住 民の 中 か ら，8 名の初 級植物解説員 が 誕

　 生 した。2004年 4 月か ら7 月 まで の 3 ヶ 月の 第 2 期の 授業 は，カエ ル 類解 説員の 養成講座 で あ り，応 募者が 40名，そ の 後の 認

　 証試験 で新 た なカエ ル 解説員が 15名誕 生 した。2005年 8 月か ら，第 3期の 生態 講座が 始 まっ た。
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　曜 廛営造 （ま ちつ ぐの の こ の 4 年艀，私 ぱ 営

に危攫感を抱 い てきた 。 初鰐段階 で 賦 基金会が

僻裁役を担 っ でい た 。 現在，擁米ぱ新 しい 段階 に

ス ろ うと して い る 。 内部 の 縛彡きの 処理 を虜ち勉 強

しな’ガ 乙ばな らな い 。 ノ α簍営セ ン タ ー幹部へ の イ

ン タ どユ
ーよ の

　 こ の 時期 の 衝突 は，主に利益分配 の 問題 （民宿

や レ ス トラ ン ，解説員 の 客 の 振 り分け問題）と公

基金 の納付問題 に起因して い た 。 運営セ ン ターの

準備段階 か ら，参入業者に対 して 2 つ ル
ー

ル が設

けられ て い た 。 1つ は，自然環境 を尊重する こ と

と，もう 1 つ は，個 より全体の 利益 を優先する こ

と，で あ る。具体的 に は，業者の 収入 の 5 〜10％

を社区の 公基金 と し て桃米社区発展協会に提供す

る こ とが定め ら れ た 。 環境 保護 と弱者支援 の ため

に設けた 公基金 に は，業者 た ちが 自分 の 社 区へ の

一体感を高め る とい う象徴 的な意味が込め られ て

い た 。 しか し，「公基金の 支払 い は義務 で は ない 」

と い う考 え方 を持 つ 新規参 入者 もい て ，収入額 を

偽 っ て ，で きる だ け公基金 の 負担 を軽 減 し よ うと

い う者 もい たため．新旧業者の 間に公基金 に対す

る共通 の 認識は な か な か 定着 しなか っ た 。 例 え

ば，2003年の 観光客の 数は ，1万 6 百余人，2004

年に 2 万人 に達したが，公基金の 総額は，せ い ぜ

い 社区の 運営 を維持する程度で あ っ た 。 （運営 セ ン

ター
の 幹部 へ の イ ン タ ビ ュ

ー
よ り）。

　3．6　現状一住民参加 の 拡大に 向けて （2004年 6

　　　 月〜）

　2004年に入る と，桃米里 は，政府 の 内政部か ら

「生態計画 モ デ ル 地域」の 指定を受けた 。 生態村は

試 行 運営 の 初 期 には，5〜 6 人 の 若者が 中心 と

な っ て 運営 され て きたが，現在は約 100人 の メ ン

バ ーが 毎 日の 運営を執 り行 っ て い る 。
い か に内

部の 紛糾や 衝突を解決 し，外部の 住民の 信任 と容

認を得る こ とが で きる かが重要 とな っ た 。 それを

解決する決め 手は ，参加の 拡大 と役割分 担 しかな

い とい うの が，幹部たち の 共通意識であ っ た 。

厂現 在 で 6　itJ｛1の 一
部が砦と逮 ラ，覦 を芽 っ で

い る が 　よ ぐ話 乙否えば 彼 ら も善1ん で 彡吻 7する

だ ろ ラ。 やぱ ク，擁米の 継続的 な発展 に ぱ，全隹

flの 参加が必 二臨 数
「
入 乙か動 い て いない の なら，

あ ま ク，着妹が な い 。ノ σ言擁米望 長の 語 ク．筆者ら

の イ ン タ どユ
ー

♂こよ る丿

　桃米里 の 復興過程 は 7年目に入 り，現在 もまだ

続い て い る 。 生態村の 運営 は軌道に乗 っ て い る

が ，残 さ れ た 問題 も多い
。 例 えば，特生 セ ン ター

の 副主任は，次の ように述 べ て い る 。

　瀦 米の 祉区 営造 の 方句ぽ，正 しい 。だ班 必

ずム る庇功ずる わ げ で ぱ な い 。 こ れか ら発褒 し，

成熟 する ま で に 〜ま．　長 い 年ノワz＞泌 要 で す0　30年 ’ま

かかる で しよ う。 そ の ため ’こ，今後も在混 た ちが

身分 の 手で生庖ξ調曁5 探護勿 憇続をする こ とが 貢

要 で す。こ れ ま で tAt．房癌 径営などの 丞溢 重 視 と

樫 宮塞 」盤の確立 にカ をスれたが 　今後ぱ い か に生

庖弟系を守
：

っ て い ぐ冫か と い う惹1譏’
を7t貿7に し な げれ

ば な ウまぜ ん 。例え ぱ；贊
：

源 ワサ イク ノb．省 エ

ネ，　こ
“
み処理1な とVこ つ い τ 在法弓の メニ部分 ば まだ 掃〜

競が 乏 し い の 冫が現 倣
．
で す 。ノ 偉ξ者 ら の イ ン タ

ビ ュ
ー

よ ク丿

　生態村の現状 の うち注目され る点と し て，以下

の 6点 が 挙げ ら れ る。第 1 に，観光客 が 著 し く増

加し た こ とで ある 。 具体的 に は，2002年に は年間

7，　800人 だ っ た観光客 が，2004年 には 2万人 に達

した 。 2005年は ，1万 9 千 余人 で あ る。民宿 は，

2003年 12月 ま で に 7 軒，現在 は13軒に な っ て い

る。運 営 セ ン ターの 年間売 上総 額は2004年，約

900万元，2005年は，年間約800万元で ある 。 第 2

に，生態村の成功が人口流出の 抑制要因にな っ た

こ とで ある 。 生態村の 発展に つ れ て 桃米里周辺 の

土地取引が活発にな っ て い る （地震前には見 られ

なか っ た 現象で ある）。 また，引退 した夫婦 や 商

売の チ ャ ン ス を掴 もうとす る外部者 が桃米に 移 り

住 むように な っ た。桃米里 の 世帯数は 2003年か ら

増加する現象が見られ，例えば，2003年 4 月まで

は，424戸 ，2005年12月 は，444戸 に な っ て い る

（哺里鎮戸政事務所 よ り）。 第 3 に，住民たちの 間
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に生態村と して の 桃米 とい う共通意識が芽生 えつ

つ あ る こ と で ある
e「
。第 4 に，復興初期 に 理想 の

「観光農業 ＋ 生態村」を 目指すプラ ン （3．2参照）

の 再 開が見 られる 。 第 5 に，生活や芸術 を生態に

結び つ ける試みが見られ る
28
。第 6 に，運営組織

の体質改善に力が入れ られ て い る。

　組織の 運 営 に つ い て は，2004年か ら 運 営セ ン

ターが仕組み の改善に取り組み ，基金会 と専門家

の 助け に よ り，人事 ・業務 の 調整 を始めた 。 そ の

要点は，幹部同士 の 役割分担 と，社 区発展協会 と

の協働事項を再区分する こ と，お よび，業務内容

を生態解説，民宿，レス トラ ン の 3 つ の 項 目に 集

中させ ，サ
ービ ス の 品質を高め る こ と で あ る 。

4 ．考察 ： 農 山村 の震災復興 へ の示 唆

　上述 し た よ うに，地震か ら 7 年 目に入 っ た 現

在，桃米里 は，地 震前の 小 さ な 農村 か ら一大観光

地 として の 「桃米生態村」へ と変貌した 。 現地で

の イ ン タ ビ ュ
ー
結果から，その 成功の 理由に つ い

て 整理す る。生態村 の 成功 の 理 由 は，以 下 の よ う

に 語 り手 に よ っ て それぞれ独 自 に解釈 され て い

る。

　ffiS2？の域功 硯 農階
：

まで丿に ぱ， るちう ん豊1富

な賛
：

源 と国迫
’
21号潔 ぐ溜光賛

：

謀）の 遁 ク道 の 葱ま

れた黄 い 条件がある 。 最 る欠かぜな レ〜の な，塞金

会の 参与，外部 ‘宮 学 眉
」
，2＞PO丿か らの 援助，

テキズ 人と教 え方 ぐ現彪資源 の 活ヲ万，事授学翫

実丁ξ場1面の 提併丿，± 勉 に愛誉 を持 っ た入材，各

分 野 の 担当 の 先生 の 努力 と入周醐孫な ど です。ノ

儚 空 セ ン タ ー副主圧へ の イ ン タ ど ユ
ーよ の

　人地震滋 （fナの こ とに対 しτ ぱ，丿呰が 葺己主張

ぱ か クしで い たが 勉差ぎ後〜ま，直面 した麗 を解

決 した い と い う，蟹い ，齶 冫が泌 要 に な っ ノセo つ ま

り，拑 の
一

体感IZ）汰 ｛罫で す o
・… 僧の 庇功 の 理 1力

賦 や ぱ ク良 い 発生 の 導 きがあるzS・らノ懈 謝頁 へ

の イ ン タ ビュ
ー丿

　厂瓰域発展 の た め，まず 呼ひ》かけがンし笋 。 資金，

ノL材 を突め る。丿 幌 米社区驤 協会理事長 へ の イ

ン タ どユ
ー丿

　厂入闘 野孫 の 改 善，溜 出，修復 ぱ，社 区営逡 の

流 擢 こ と で 首大事で す。丿 6運営 セ ン タ
ー

の 幹部 へ

の イ ン タ どユ
ー丿

　fβ分 丿が成長 した 。 靡詫買 の 仕笋 を遭 して 友

た ちが壇えた。β分の ±麺 の 宝 を発冤 した 。 芫生

ピ得生 セ ン タ ー離主任丿の ユ ニ
ー

ク な 教え の お か げ

で い い 勉強に な つ た ロノ θ亂上丿

　前節で まとめ た現状 と，イ ン タビ ュ
ー結呆 を総

合する と，以下 の 4 点に整理 で きよう。

（1）恵 まれ た自然環境 を地域 の 「宝」として （再）

　発見 し，それ を資源としたエ コ ッ アーを中心 と

　 し たまちづ くりを行 い ，農業に代わ る新 しい 生

　計手段を作 り出すこ とが で きた。

  自分た ちの 手で 「宝」を核 とした復興 を行お

　 うとする考えが生まれ，実行に移すこ とが で き

　 た 。

（3）地域住民 の 共助 と行政 や中間支援組織 に よ る

　公助が効果的 に 連動 し，長期間 に わた り，桃米

　里 へ の 資金 物資 技術，情報と人的資源が提

　供 された。

（4）地域内部で の 「生態村」へ の理解 と担 い 手の

　育成の た め に，徹底 した教育と訓練を行 い ，地

　域住民 に 考 え方や価 値観 の 変化 をもた らした 。

　それが，さらなる問題発見，解決 の 能力 を引き

　出 し，持続的 な発 展 を可能に する 条件 とな っ

27
例 え ば，渓 流 の 生 態 を保 護 す る た め，住 民 た ち は 釣 り禁 止 の 看板 を立 て ，2002年 8 月11日 に 1全 員で 釣 禁止 宣 言 を 採択 した

　（2003年 末に 南投縣政 府 で 公 布，実施）。また，環境美化 の た め，1999年 に実施 した 河川周辺 の 清掃 を続 ける こ とが決定 され，
　生 態 の 実態 を把 握す る ため，生態解 説員 と調査員 に よ る 生態系の 観 測 と訓 査 が 毎月定期 的に 行 わ れ て い る。また 近 自然 工 法

　で ，河川 の水 路 ・湿地 ・堤 防な どの 整備 に も続 け て力 を入 れ て い る （こ う した整備 の結 果，2004年 7月 に 強 い 大型 台風 が 台湾

　中部 を襲 っ た 際 に，貯水 と洪水防止の 効果 を発 揮 した と され る ）。
23

例 えば，カ エ ル や トン ボ を モ チ
ー

フ と した彫刻 品，染 物，ア ッ プ リケな どの 民芸 品の 販 売 を，イ ン ターネ ッ ト も用 い て 試 行 し

　て い る 。 ま た基 金会主催で 、2005年 7月 に 自宅 と周辺 景観 を美 しくする キ ャ ン ペ ーン ，2005年 3 月 に社区景観 をモ ザ イク や壁

　画 で ア ートに する イ ベ ン トなど を桃米社区内 で 行 っ た。
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山 口 ：台湾 921震 災 後に お け る 農 山村 の 復興

　た。

　以上 の ような，桃米生態村復興 の 成功の ポ イ ン

トか ら，農山村 における震災復興 に対す る示唆を

抽 出 して い きた い 。大 きく，復興地域 を含 む経

済 ・政治 ・社会的環境 （外的環境）と被災地内部

の要素 （内的環境）に分けて考えて い く。

　（1）外的環境

　  社区営造を中心 として，農 山村を含む地域 の

　　活性化が多様に進め られ て い く社会的背景が

　　あ っ た こ と。台湾の 場合，1994年の 政策転換

　　に よ っ て，地方分権，地方の 産業 ・文化 の 発

　　展などが今後の 進むべ き方向として 示 されて

　　い た 。 その ため，農 山村 を維持，活性化す る

　　こ と の 重要性が政策の 中で 明示さ れ ，社会的

　　に共有され て い る こ とが必 要で ある 。

　  中閭支援組織が存在 し，自主的な活動が で き

　　る 条件 （人材・資金 ・権限 な ど）の 整備が 重要

　　で ある 。 桃米生 態村の 場合に は，新故郷文教

　　基 金会が 中間支援組織 と して 行政 の 復興 プ ロ

　　グラ ム や企業 の 社会貢献活動 と，地域 の 住 民

　　の 動 きと の 連携 を推進 した 。 また，こ うした

　　連携 を実現す る ため に，専門家 と連携 しなが

　　ら，自然環境 を通 じた住民の エ ンパ ワーメ ン

　　トを徹底的に行 っ て い る 。 住民 と の対話集会

　　を度 々 実施 して い る こ とも注目に値す る 。

　（2）内的環境

  被災地内部 で の 押 し付 けで は な い 価値 の 共 有

　　とそれ を実現す るため の 話 し合 い が重要で あ

　　る。地域住民は，復興過程に お い て さまざま

　　な利害衝突に出会 っ た 。 しか し，外部か らの

　　支援や 介入 だけで は な く，み ずか ら の 気づ き

　　と意図に よ っ てそれ らを克服する必要が あ

　　る 。 そ の 場合 に は，既存の 価 値観 の 転換 と新

　　しい 価値 の 共有が重要 とな る。桃 米里 で は，

　　既存 の 経済（農業）と新 しい 経 済（エ コ ツ ア ー）

　　との対立，さ ら に エ コ ツ アーに お ける利益配

　　分の 問題な ど，経済的な側面で の 問題が 生 じ

　　て い た 。 しか し，それらを住 民 の 話 し合 い の

　　中で ，新 しい 価値へ と進め て い くこ とが共有

　　され て い っ た。

  地域 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を回 復す る こ とと．

　　 そ の た め の 仕組 み の 整備 が重要 で ある 。 特

　　 に，生態解説員 認証制 度 に 注 目して お きた

　　 い 。 復興計画 を実施 し始めた当初は，被災か

　　 ら日 も浅 く，住民が地域の 「宝」（カ エ ル や ト

　　 ン ボ〉に気づ く余裕がなかっ たが．外部 （基

　　金会 ・特生 セ ン タ
ー）か らの 働 きかけによ っ

　　て ，住民参加型 の 生態調 査が実施 され，住民

　　 は徐 々 に 地域 の特異性に気づ い て い っ た。さ

　　 ら に，そ の 生態を外来の 人 々 に解説する こ と

　　 を学ぶ 機会が 設けられt そ こ で の 学習 は そ の

　　 まま放置 される の で はな く，生態解説員 とし

　　 て の 認証 に つ なが っ て い っ た。こ の ような認

　　証制度 は，解説員の 社会 的評価を引 き上げる

　　 こ と に よ っ て住民 の 学習意欲を増進 させ て

　　 い っ た 。 そ の 結果，住民 は解説員 をは じめ と

　　する生態村 が持 つ さまざまなし くみ に 「自主

　　的 に 」参加す る に い た っ た 。 そ して こ の 過程

　　で ，住民 は ，自らの 地域 の 生態 の 素晴 らしさ

　　 を発見 し，それを解説する こ と に よ っ て ，外

　　部 か らの 評価 を得る こ とが で きた。そ の 結

　　果，彼らは 自分の 地域 に 「誇り」を もて る よ

　　 うに なっ て きて い る。内的環境か ら見る な ら

　　ば，地域の復興 とは，こ の よ うに自分 の 地域

　　へ の 誇 りを取 り戻 す こ と で は ない だ ろ うか。

　　住民が気づ い た こ と を訪問者 に 語 りかける こ

　　 と に よ っ て ，地域 へ の ア イデ ン テ ィ テ ィ を回

　　復 させ て い っ た。そ して ，こ の こ とが より多

　　 くの 集客 へ とつ なが り，経済的な効果が高

　　 ま っ た。

　震災がなけれ ば，そ して，外部から生態観察の

機会が もた らされ なけれ ば，こ うした 地域 へ の 誇

りを取 り戻す とい う復興 は起 こ っ て い なか っ たと

もい えよう。 こ の ように 考え る な らば，復興過程

とは ま さ に 再帰的 （reflexive ）な 過程ともい え る。
一

般 に 自己の 有 り様は再帰的な過程を経る とい わ

れ る 。
つ まり，自己像が 他者に よ っ て 指し示 さ れ

て い る と自己 が 認識する こ とに よ っ て ，新 しい 自

己像が生み出される 。 こ れ と同様 に，復興過程 に

お い て も，地域 の 現状 （自己像）を外 部 （他 者）

か ら指摘ある い は介入され る こ と に よっ て 認識

し，そ れ を引 き受 け る こ とで 地域 を変えて い くが
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可能 と なる だ ろ う。
つ ま り，外 的環境 だ け，あ る

い は内的環境 だけで はな く，こ の 両者の 応 答関係

が復興 に は か か せ ない の で ある 。

　今後，わ が 国 に お け る震 災か ら の 復興を 考える

場合，住民が地域 の 宝を認識 し，住民 の 地域 へ の

誇りを回復する こ とをデザイ ン して い く視点が よ

り必要 となろ う。 特に，新潟県中越地震の 被災地

の ように，過疎と高齢化によ っ て集落の維持が限

界 に きて い る と い わ れる農山村 が災害か らの 復興

を遂 げ ようとする とき，い か に 地域 へ の 誇 りを支

え て い くの か とい うこ とを抜 きに して復興 は語れ

な い 。そ の 際 桃米里 に お ける住民 と外部か らの

支援者との 関係 は多くの 教訓 と示唆に満ちて い る 。
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